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複数のアプローチリスト内で重複先があるかどうかチェックし、

アプローチリスト内から削除する方法をご案内いたします。
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【注意事項】 必ず作業前にご一読ください。

・ まだSalesCrowdからアプローチをしていない、未作業のアプローチリストに対して実施する作業になります。

・ 既にアプローチしているリストに対して重複チェックを行い削除すると、分析結果に表示されなくなります。

・ 1度削除を行うと、元に戻すことができません。 3



①上部メニューの「アプローチ」から、②「アプローチリスト一覧」をクリックします。

①

②
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③対象のアプローチリストが表示されていない場合は、「自分が担当者ではないアプローチリストも表示する」をクリックするか、

「非表示のアプローチリストも表示する」にチェックを入れてください。

④複数のアプローチリストにチェックを入れます。

⑤「重複リスト修正」を選択し、「実行」をクリックします。

③
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⑤

④
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⑥重複チェック結果が表示され、企業名・電話番号・メールアドレス・FAX番号・住所・

企業ホームページURLドメイン・お問い合わせURLドメインがそれぞれ何件重複しているか確認できます。

⑦削除対象のリストを選択することで、重複先に自動でチェックが入ります。

※最終アプローチ日時に日時がある場合（履歴がある場合）は、自動チェックが入りません。

また、重複先が複数ある場合、最終アプローチ日時またはアプローチの履歴が無いものに、自動でチェックが入るようになっています。

⑥

⑦
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⑧表示方法の初期設定では、「アプローチ先の重複リストを表示する」が選択されております。

電話番号、メールアドレス、FAX、住所、企業ホームページURLドメイン、お問い合わせURLドメインの重複リストに、

それぞれ表示方法を選択して切り替えることができます。

※企業名に記号が入っている場合、記号は抜いて企業名が重複しているか判断されます。

⑧
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⑨例えば、電話番号の重複をチェックして削除する場合は、「電話番号の重複リストを表示する」を選択します。

⑩削除対象のアプローチリストを選択します。

※まだSalesCrowdからアプローチをしていない、未作業のアプローチリストを選択します。

⑨⑩
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⑪重複先に自動でチェックが入っているので確認し、

⑫「チェックしたアプローチ先をアプローチリストから削除する」をクリックします。

※⑪の自動で入っているチェックを外すことや、手動でチェックすることもできます。

⑪

⑫
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⑬メッセージが表示されますので、「OK」を選択すると重複先の削除が完了し、アプローチリストから完全に削除されます。

※一度削除すると、元に戻すことができません。

※既にアプローチ済みのリストを削除すると、分析の数値にも影響が出ますので、ご注意ください。

⑬
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【補足】

住所の重複リストを表示して、例えば〇丁目以降の番号が全角/半角で異なっている表記の場合でも、

変換後住所欄で表記を統一させ、重複チェックを行います。 11
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